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今日も昨日同様冷え込み、日かげには雪や氷があると思

います。滑って転んで怪我をしないように注意しましょうね。 

１．交野の鳥シリーズ(112) ルリビタキ 
今月は交野バード 12/16 に公開された河村壽氏のルリビ

タキにしました。ルリビタキは渓流沿いの樹林にすむ鳥で、

交野市では平野部から山地に上がる谷筋が多いので、多

数越冬していると思われる。右写真のように瑠璃色の雄は

大人になった証拠、２年目以上の雄である。 

ルリビタキ、1 年目の雄の羽の色が地味な理由 ★ 

ルリビタキは生まれ巣立った後、冬越した翌年の春に   ↑ルリビタキ雄成鳥（２年目以上）河村壽氏 
なると、雄は雌とつがいになって繁殖準備を始める。この時１才の雄はまだ鮮やかな瑠璃色ではなく、

雌とほぼ同じオリーブ褐色で、雌タイプと呼んでいる。     
ルリビタキは１才の雄と２才以上の雄とは見た目には全く

違うが、雌は自分に似た色の１才の雄と、瑠璃色の２才以上

の雄をどちらも雄として受け入れている。 

左図はルリビタキ繁殖地で、青色雄（成鳥）と茶褐色雄（１

年目の雄）の縄張り争いの調査結果である。 

青色同士（上段）、茶褐色同士（下段）の場合は「けんか

（直接闘争）」になることが多いが、青色と茶褐色の場合（中

段）は追いかけ合いで闘争が終わることが多く、激しいけん

か（闘争）に発展しない。 

このことは、１才の雄が年上の雄に対し、あらかじめ自分

が弱い立場にあることを、羽色で発信することで相手の怒り

を和らげ、強い攻撃を抑制してもらい、自分も無理に仕掛け

ないことで無用な闘争を回避し、闘争によるケガなどのリスク

を減らそうとしているためと思われる。 

探鳥会ではルリビタキ１年目の雄が雌と同じ色で、雌との違いが識別しにくく雌タイプと呼んできたが、

そこにルリビタキの繁殖戦略があったことになる。ルリビタキのように性成熟（繁殖能力）が早いのに対し、

羽色の発現（羽色の変化）が遅れる現象を、「遅延羽色成熟」と呼ばれている。若い個体の羽色の鮮やか

さが、今一つという鳥はほかにもいるが、ルリビタキの１年目雄は、目立たない色彩を積極的に選んでい

ることになる。 

★文献 「青い鳥で知られるルリビタキ、若い雄の羽の色が地味なのには理由があった」  

ヤマケイオンライン 20180810 （高木憲太郎氏・・・・・森本元氏調査結果より）   

 ２．先々月・先月の両園地の探鳥会結果 
 2022/10 くろんど園地  私市駅前スタートからくろんど園地入り口（すいれん池）まで、シジュウカラ、

ヒヨドリ、ハシブトガラスしか出なかったので、久しぶりにくろんど池(奈良県生駒市）経由としたが、く

ろんど池で毎冬観察できるヨシガモ・オオバンは渡来しておらず、小鳥もモズの高なき聞いたのみ

だった。幸い、くろんど園地へ戻る途中の小さな池でコガモ、そしてアトリとエナガの群が観察でき

た。くろんど園地内に戻ってキャンプ場炊事棟２の広場前の大きなカラスザンショウの木はまだ実



が熟しておらず小鳥は来ていなかったが、炊事棟近く

の小さなカラスザンショウではキビタキ雌が観察され

た。 
昼食しながら待つもムギマキが出ないので、奥のカ

ラスザンショウ樹林に行ったところ、ムギマキ(雄・雌・

雄幼鳥)、キビタキ(雄・雌)、コサメビタキ、エゾビタキ、

メジロなどが次々姿を見せ、カラスザンショウの実を求

め飛び回った。今年は友田氏データで前日まで、ムギ

マキが確認されていなかったこともあり、観察できるか

どうか心配しながらスタートしたが、大満足で終了する

ことができた。     ムギマキ（日比野義隆氏）→ 

                                     

2022/11/26 ほしだ園地 私市駅から星の里いわふねまでの住宅地内で、ツグミ・シメ・ビンズイ・ジョウ

ビタキと到来したばかりの冬鳥を確認、幸先良いス

タートとなった。しかし天野川沿い山地の遊歩道に

入ると鳥の声・姿もないままであった。幸い、ほしだ

園地の森林鉄道風歩道橋から見えるハヤブサ休憩

場所となっている送電鉄塔には、雌雄のハヤブサ 2

羽が観察された。 

ピトンの小屋前の哮が峰（たけるがみね）岩壁の

ハヤブサ営巣箇所、2019 年までハヤブサが子育て

をしていたが、ここ 3 年は繁殖しなかったため大阪

府に対し雑木伐採を申し込んでいたが、すっきり刈

り取られていたので、来年 2 月になると営巣を始め

ることを期待している。 

午後からお天気になったこともあり、あちこちでルリ         

↑ハヤブサ (河村壽氏)20221125      ビタキの声が聞かれたが、姿は確認できなかった。カ

ラの混群に会えず、エナガ・シジュウカラなどは単発的、カモ・サギ・カワセミなども姿を見せず、鳥

は少ないまま終わった。  

                                                    

３．次回探鳥会 ほしだ園地 
河村壽氏（交野バード）によると、今週

12/19 にはハヤブサが巣棚近くに来てく

れたそうです。       → 

 来年度（といっても２～３月）は繁殖行

動が始まる筈、巣棚近くの樹木が伐採さ

れたことから、巣作りに利用できるかどう

かの点検に来たと思われます。 

2020～2022 年の３年間繁殖子育てがな

かったので、楽しみに待ちたいと思って

います。 

 

 

  

 

    今日と同様、大阪支部 HP でお申し込みくださるよう、お待ちしています。 

 

次回探鳥会 2023/1/28 ほしだ園地  9:30～15:00 頃 



４．今日観察した鳥 
  

年 年

月 10 11 12 10 11 12 月 10 11 12 10 11 12

日 23 27 25 22 26 24 日 23 27 25 22 26 24
く ほ く く ほ く く ほ く く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ ろ し ろ

数 ん だ ん ん だ ん 数 ん だ ん ん だ ん

No ど ど ど ど No ど ど ど ど
253
モニ 254 255 260 261 262

253
モニ 254 255 260 261 262

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465

ｷｼﾞ キジ 5 ｴﾅｶﾞ エナガ 466 11 1 5 15 1

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476

ｶﾓ オシドリ 24 ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾑｼｸｲ センダイムシクイ 480

ｶﾓ マガモ 30 ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 11 16 10 30 2

ｶﾓ カルガモ 32 ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500

ｶﾓ コガモ 38 2 ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501

ｶﾓ ホシハジロ 42 ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 2

ﾊﾄ キジバト 74 4 1 2 2 4 ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508

ﾊﾄ アオバト 78 ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ﾋﾀｷ トラツグミ 514

ｳ カワウ 127 ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾋﾀｷ シロハラ 521 1 2

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ﾋﾀｷ アカハラ 522

ｻｷﾞ アオサギ 144 ﾋﾀｷ ツグミ 525 4

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ﾋﾀｷ コマドリ 530

ｻｷﾞ コサギ 148 ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 4 4

ｸｲﾅ バン 174 ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 5 2 4

ｸｲﾅ オオバン 175 ﾋﾀｷ ノビタキ 542

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 1

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾋﾀｷ サメビタキ 553

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 1

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾋﾀｷ キビタキ 558 1 5

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾀｷ ムギマキ 559 3

ｼｷﾞ イソシギ 244 ﾋﾀｷ オオルリ 561

ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339 イワヒバリ カヤクグリ 566

ﾀｶ ハチクマ 340 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ 568

ﾀｶ トビ 342 1 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 1 11

ﾀｶ ツミ 354 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1 1 1 1 2

ﾀｶ ハイタカ 355 1 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 3 8

ﾀｶ オオタカ 356 1 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 5 8

ﾀｶ サシバ 357 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 5

ﾀｶ ノスリ 358 2 ｱﾄﾘ アトリ 586 5

ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 2 6

ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 2 2 4 5 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401 ｱﾄﾘ シメ 600 1

ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 1 2 ｱﾄﾘ イカル 602

ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610

ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617

ﾓｽﾞ モズ 420 1 2 1 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ｶﾗｽ カケス 427 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 7

ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 1 2 5 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625 2

ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 16 10 9 3 9 ｷｼﾞ コジュケイ

ｶﾗｽ キクイタダキ 438 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 5 2

ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 2 1 7

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 6 5 4 1 ムシクイSP

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443 タカSP

ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 1 1 1 2 1 マルガモ 1

ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459 　観察種数合計 14 19 18 20 23

ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 個体数 89 71 94 118 116

ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 30 10 37 23 31 天候 晴 晴時々雨 晴時々曇 晴 晴

ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 2 1 4 2 参加者 4 11 11 16 15

2022 20222021 2021



 

緊急連絡カードについてのお願い 

大阪支部では探鳥会における安全管理に努めていますが、今年度から、参加者の皆さんに緊急連絡

カードを兼用した名札用紙を作成しました。趣旨をご理解いただいたうえ賛同してくださる方、「万が一の

時に役立つと思われる情報を内側に記載の上、外側を名札としてご利用」くださるようお願いします。 
 

 

 

別紙 


